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サービスの概要

「ipCamサービス」は、インターネット・サービス・プロバイダ（ISP）の固定IPサービスを利用し
なくても、インターネット経由でネットワーク・カメラにアクセスすることが可能になるダイナミッ
クDNSサービスです。

①

②

③

④

ネットワーク・カメラ（カメラ）をインターネットに接続できる環境を整備します。プロバイダからカメラのあるローカル・

エリア・ネットワーク（LAN）に対して、グローバルIPが割り振られます。
●このグローバルＩＰはISPの都合で変化します（固定IPサービスを除く）。
●変化したグローバルIPを遠隔モニタリングする側が知らないとカメラに接続できません。

ipCamサービスを利用すれば、カメラのネットワークに割り振られたグローバルIPをipCam管理サーバに登録し、
あらかじめ決めていただいたお客様のホスト名にリンクさせることができます。

遠隔モニタリングを行うパソコンや携帯電話は、ipCamサービスに登録したホスト名でアクセスします。そこで登録
しているグローバルIPが参照されることになり、カメラへの接続が可能になります。

こうしてカメラに割り振られた動的IPが変化しても、常にホスト名でカメラにアクセスすることが可能になります。
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サービスの仕組み

「ipCam」サービスは、カメラのダイナミックDNS機能を利用して、ipCam管理サーバに定期的にグローバルIP情報
を通知することで、お客様のホスト名と関連づけを行います。

本サービスを利用できるのは、ダイナミックDNS機能を持ったPanasonic製IPカメラに限定されます。KXシリーズ
やBBシリーズの初期のファームウェアにはダイナミックDNS機能がありませんのでご注意ください（BBシリーズは
ファームウェアをバージョンアップすることでご利用になれます）。

■

■

IPの更新頻度は10分に設定します。そのため、IPアドレスが変化した後、最長で10分間は登録ホスト名でアクセス
できないタイミングが発生する場合があります。

1拠点に複数台のカメラを設置する場合でも、ipCamサービスへの登録は1回だけで済みます。また登録後に必要
な設定も、カメラ1台に対して行うだけです。

インターネットを経由で、ルーターを通過してLAN内のカメラにアクセスするためには、ルーターの設定が必要にな
ります。お使いのルーターの取扱説明書をご覧ください。

■

■

■

お申し込み手順

■ 以下の注意事項を必ずお読みください。

① 本サービスを利用するために、お客様でインターネット常時接続環境をご用意いただく必要があります。

② 本サービスはISPからお客様に割り当てられたグローバルIPと登録されたホスト名を関連づけるためのも
のであり、お客様のLAN環境を構築するために必要な機器類は含まれておりません。

③ ホスト名は登録制であり、ご希望のホスト名が使用できるとは限りません。

④ 本サービスをご利用になるためには、申込用紙にて利用者登録と料金お支払い手続きが必要になります。
また預金口座振替をご利用になる場合は預金口座振替委託申込書の提出が必要となります。

⑤ 本サービスに必要な料金は980円（税込1,029円）で、お客様が利用者登録をされた月の翌月から課金対
象となります。

⑥ 利用契約は、お客様が解約するまで自動更新されます。

機器の設定

登録が完了すれば、設定手順に従い、お使いのカメラを設定します。設定後、直ちに「ipCam」サービスをご利用に
なることができます。

■
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機器の設定

■ カメラを、インターネットに接続できる状態し、同一ネットワーク環境下で、設定用のパソコンからアクセス可能な状

態にします。

①

②

①

②

管理者の権限でカメラにログインし、［設定］タブをクリックします。

ダイナミックDNSをクリックします。

③

「ユーザー指定ダイナミックDNS」を選択して［次へ］をクリックします。③

④

「ダイナミックDNSサーバーURL」に、申し込み手続き完了後にipCam管理サーバからメールで送られるサーバ
URLを入力します。※下の「ユーザー名」「パスワード」は特に入力する必要がありません。［保存］をクリックして設
定完了です。

④
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機器の確認

■ ［メンテナンス］タブをクリックして、設定が正しく行われているかどうかを確認します。

「ユーザー指定ダイナミックDNS」の成功が「1」になっていることを確認してください。

【注意】

ネットワーク設定などが適切に行われていないと、エラーになる場合があります。カメラがインターネットに出られる

環境であることを確認してください。
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トラブル・シューティング

［メンテナンス］の「ユーザー指定ダイナミックDNS」で成功が表示されない時は、以下の点をご確認ください。■

1. サーバーURLに間違いがないか。
サーバーURLは次の形式で表記されます。ご確認ください。
http://ns1.ipcam.jp/cgi-bin/dip.cgi?username=○○○&password=△△△
※○○○には通常3桁の数字、△△△にはパスワードが入ります。

2. カメラの設定を確認してください。

［基本設定］［ネットワーク（IPv4）］［Static設定］を選択してください。

［ゲートウェイ］と［DNSサーバーアドレス］が入力されていることを確認します。通常、［DNSサーバーアド
レス］はルーターのLAN側IPアドレスになりますが、IPSによっては指定のDNSサーバーアドレスを入力す
る必要があります。

それでもエラーが発生する場合は、［UPnP］［自動ポートフォワーディング］を「無効」に設定してください。
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トラブル・シューティング

3. 外部からの接続をチェックする

ルーターのWAN側アドレスを確認していただき、そのアドレスでカメラに接続できるかどうか、外部からご
確認ください。ルーターからカメラに対して、正しくポートマッピング（ポートフォワーディング、静的NAT、
バーチャルサーバなど、ルーターによって呼称が異なります）されている必要があります。

接続できない時は、カメラをインターネット上に公開する準備ができていません。

• カメラのネットワーク設定

• ルーターのポートマッピング設定

• ルーターのセキュリティ設定

以上の3点を確認し、間違いがないか、LANからWANへの通信が可能か、WANからLANへの通信が可
能かをご確認ください。

なお、ルーターに関する設定は、ルーター付属のユーザー・マニュアルをご参照ください。

5



契約約款

■ 以下の内容に必ず目を通してからお申し込みください。

ipCamサービス契約約款 2006年5月1日 株式会社R.O.D
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契約約款

7




